
徳島ICT活用モデル推進チーム

令和７年度

 学 校 訪 問 事 前 連 絡 会
学校訪問指導員連絡協議会



徳島県GIGAスクール構想

推進本部
徳島県教育委員会
が設置

推進本部及び各部会と
学校の橋渡し的役割を
担う

徳島ＩＣＴ活用モデル

推進チーム

各部会設置

報告

設
置

報
告

橋 渡 し

推進本部が構想実現
に向けた取組を行う
部会を設置

R7 徳島県ＧＩＧＡスクール構想

□ 推進本部及び各部会の施策等の周知（｢Ｒ６版ＦＡＱ｣も紹介）
□ 学校訪問等での指導･助言及び事例の収集
□ 訪問校の課題･取組･意見等の収集
□ 各課の学校訪問担当指導主事等との情報共有
□「徳島ＩＣＴ活用モデル」を基とした教育ＤＸの支援
□ 各校種部会からの提案の周知
□ ＧＩＧＡ推進月間における実践の依頼･各校の取組紹介
□ 他の教育ＤＸ関連事業等との連携

徳島県内の県市町村立

小学校
中学校
高等学校
特別支援学校

橋 渡 し

主な活動内容

（推進本部事務局より）

①



令和７年度 推進目標と全体重点目標
（推進本部事務局より）

Ｍ段階の事例創出

県域アカウントの普及

②

※第１回推進本部会議（5/29）にて、外部委員の
皆様からの御意見もいただき、決定します。



R7 「徳島ＩＣＴ活用モデル」について

③

Ｓ：ＩＣＴを「アナログの代替」
 として利用
Ａ：ＩＣＴの活用により学習効果

 が増強
Ｍ：ＩＣＴの導入によって授業

 そのもののスタイルが転換
Ｒ：ＩＣＴを活用し、周囲に影響を

 与える、社会課題を解決する

ＳＡＭＲ（ｾｲﾏｰ）による段階・指標

ＤＸの入り口へ

「徳島ＩＣＴ活用モデル」 Ｍ段階の事例創出へ
（推進本部事務局より）



R7 徳島ＩＣＴ活用モデル推進チームの取組

令和７年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例創出
②「 県域アカウント」の普及

（推進チームより）

A段階からM段階への壁
「S･A」段階と「M･R」段階は、
根本的に授業そのものが異なる。

（「ICT活用教育」と「教育ＤＸ」について）

④



R7 徳島ＩＣＴ活用モデル推進チームの取組

令和７年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例創出
②「 県域アカウント」の普及

（推進チームより）

標準化と自由化
標準化⇒県域アカウントで利用可

能なツールを活用した授
業づくり･校務ＤＸなど

※県内全ての児童生徒・教職員が
共通して、一定のスキルやノウ
ハウを身に付けていく。

県域アカウントのメリット(一例）
①教師のメリット
校種や市町村の枠を越えて、
各ツールの実践事例やノウハ
ウの共有が可能。
②児童生徒のメリット
進学･転校時、学習成果物等を
持ち越すことが可能。

③将来的な教育データの利活用
ダッシュボード機能を実装す
るにはデータの一元化(統一
ツール)が必要。

県域アカウントで利用可能な全
国的によく使われているアプリ
ケーション
①グーグルクラスルーム
学習管理ツール。クラス作成、
課題作成、フィードバック等
が行える。

②グーグルスプレッドシート
表計算ツール。複数人での同
時編集が可能。
③グーグルスライド
プレゼンテーション資料作成
ツール。複数人での同時編集
が可能。

④グーグルチャット
個人宛からグループ間まで、
手軽にコミュニケーションが
とれるツール。
⑤グーグルドライブ
オンラインストレージ。ほか
のユーザーの閲覧や編集を許
可できる。

徳島県内の公立学校に、共通ドメインによる県域を統一した
グーグルアカウントを教職員及び児童生徒に発行。校種や市
町村の別による影響が小さく、効果的な学習指導や業務効率
化、学習履歴や教育データの効果的活用にも有効である。

※使い方や活用例はこちら（参考サイト）
★徳島県GIGAスクールサポートサイト
★Google for Education

県域アカウントの配布状況
・県内の教職員、県立学校の児童生徒は配布済み。
・市町村立学校の児童生徒については、１自治体に配布済み。本年度、
数自治体配布予定。令和９年度までに全ての学校への配布完了。

⑤

https://gigaportal.tokushima-ec.ed.jp/
https://giga.withgoogle.com/


徳島ＩＣＴ活用モデル

推進チーム

R7 徳島ＩＣＴ活用モデル推進チームの取組

令和７年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例創出
②「 県域アカウント」の普及

（推進チームより）

小学校部会

中学校部会 特別支援学校部会

高等学校部会

各校種の実態･発達段階等に応じた
推進目標･重点目標の達成に向けた
支援

各校種部会連 携 の 強 化

各学校

推進チームの活動自体
において、県域アカウ
ントを用いて、各校種
部会と各学校を双方向
につなぐ。

各校種の実態に応じた
各部会からの提案を、
学校訪問等で推進する
内容に直接反映する。

各校種部会からの提案に対する
先生方の意見等を直接、各校種
部会へ届ける仕組みを構築する。
（フォーム・スプレッドシート等）

このような実践をしている。
このようなことができそう。
こういうことに困っている。
こういうことは難しい。

  など

先生方と部会がＭ事例や
県域アカウントの活用事
例を一緒に考えていく。

※学校訪問に推進チームが同行できない
場合も、県域アカウントで対応。

⑥
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